
款９ 消防費 
項１ 消防費 
目１ 常備消防費  
 

予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 
 

2,971,603,377円 2,938,767,157円  32,836,220円 

 

 
〔一般職給〕              254人  2,147,473,564円  (その他特財  98,853,457円) 
〔楠・朝日・川越三町事務受託一般職給〕 33人   253,027,098円 (その他特財 243,689,032円) 
〔嘱託職給〕      6人       14,284,955円   
 〔退職手当〕       280,346,320円  (その他特財   7,403,000円) 
  ・定年退職  ７人      190,798,764円 
    ・勧奨退職  ２人       58,411,310円 
  ・普通退職  ２人        857,640円 
  ・死亡退職  ２人                30,278,606円 
  

目的  消防・救急活動を維持高度化する。 

 
指標 

延焼率 
 
救命率 
 

 
目標 

過去５年平均値 
(34.6%)を下回る 
過去５年平均値 
(3.7%)を上回る 

 
実績 

16.1% 
(15年中 34%) 

  
5.4% 

(15年中 6.6%)
   

説明 消防活動については延焼率を指標とし、目標を上回る実績を収め、延焼防止に成果をあげ
ました。消火栓・貯水槽等の消防水利の適切な新設・維持整備、消防装備資機材の適切な
維持管理及び消防訓練に励み「8分消防」実現を目指して災害対応能力向上に努めました
。 救急活動においては、救命率（心肺停止患者の生存率）を指標とし、出動件数が毎年
約700件増加するなか当初の目標を達成できました。救急救命士等の資格養成研修を始め
、医療機関等との連携（ﾒﾃﾞｨｶﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ）体制の構築に力を入れ、更に市民に対する救命講
習に努めました。今後、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の指導、普及に取り組み更に救命
率の向上に努めます。 

 〔職員資格研修費〕       12,496,803円   (その他特財    432,974円) 
 〔消防庁舎等施設管理費〕      83,126,393円   (その他特財  1,847,442円) 
 〔消防車両管理費〕       15,711,498円   (その他特財    664,208円) 
 〔消防艇管理費〕        3,157,752円 
 〔防火水槽等管理費〕        2,788,266円 
 〔救急関係事業活動費〕        7,312,958円 
 〔上水道消火栓新設補修費〕      19,303,770円 
 〔楠・朝日・川越三町事務受託管理費〕     13,044,110円  (その他特財  13,044,110円) 
    
目的  火災等を予防する。 

指標 
出火率 
（人口１万人あた
りの出火件数） 

目標 
過去５年平均４.3
を下まわる。 実績 ４．４ 

(15年中 4 .6 )  

説明 出火率については、目標を若干上回りました。火災件数は、平成15年（151件）平成16年
（146件）と横ばい状況で、春・秋の火災予防運動に加え6月の危険物安全管理強調月間の
消防査察、訓練を通じて一般家庭から事業所まで火災予防思想の普及に努めました。さら
に大規模危険物屋外タンクの審査業務を外部委託し厳格に実施するとともに事業所の自主
保安体制の確立に努めました。また、老朽化した予防業務の根幹をなす予防システムを最
新鋭の消防支援（予防）システムに更新し、火災予防、警防面でのＩＴ化を推進しました
。 

 〔火災予防運動活動費〕         2,593,775円 
 〔防火協会補助金〕          90,000円 
 〔危険物保安技術審査委託費〕      24,271,000円  (その他特財   24,271,000円)  
 〔消防支援（予防）システム更新事業〕        12,949,629円 
 



その他経費 
〔福利厚生費〕                                      3,845,905円 
 〔出初式関係経費〕                   804,131円 
  〔負担金〕         8,169,520円 
  ・全国消防長会等                  1,157,020円 
  ・三重県防災航空隊                 7,012,500円 
 
 ○火災発生状況（歴年） 
 

火災発生件数（件） 
 

死傷者（人） 
       

 
区 分 

建物 その他 計 死 者 30日死者 負傷者 

 
損害額（千円） 

平成15年 74 77 151 8 0 22 179,937 

平成16年 68 78 146 8 0 19 715,375 

 

前年比 減  6 増   1 減   5 0 0 減  3 増  535,438 

 

  
      ○救急出動件数推移表（歴年） 
 

区 分 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 

急 病 5,019 5,499 5,890 6,792 7,143 

交通事故 1,755 1,786 1,709 1,753 1,739 

その他 2,343 2,328 2,550 2,653 2,765 

 

合 計 9,117 9,613 10,149 11,198 11,647 

 

 
目２ 非常備消防費  
 
 

予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 

  106,845,623円     101,082,170円  5,763,453円 
    

目 的 大規模な災害に適切に対応する。 

指 標 自主防災隊組織率 目 標 90％ 実 績 96.7％ 
（15年度 88.2％） 

説 明 

東南海・南海地震などの大規模地震の発生が危惧されることから、市民の防災力向上のた
めに、自治会を単位とする11隊の新たな自主防災組織の結成への支援により、自主防災組
織率は目標を上回るとともに、既存33隊の自主防災組織と楠町自主防災組織1隊に対して、
防災資機材助成等を行いました。さらに既存の市民防災隊に対しても、一部補助を行うと
ともに消防訓練、防災研修を実施しました。 

 
〔自主防災組織関係経費〕 
   ・自主防災組織設置費等補助金  3,300,000円 
   ・楠町自主防災組織資機材補助    92,485円 
〔市民防災隊運営費補助金等〕  1,407,830円 
〔自主防災組織一般経費〕                               487,578円 
〔自主防災組織研修費〕                     692,300円 
 
 



その他経費 
〔非常勤職員報酬〕               15,018,598円 
  〔団員等研修費〕                 1,110,385円 
  〔分団消防施設管理費〕                1,712,121円 
 〔分団消防車両管理費〕      2,058,535円 
 〔団消防操法大会関係経費〕       106,439円 
 〔消防団運営交付金〕      2,950,000円 
 〔団員公務災害補償費〕      2,104,725円  (その他特財    2,104,725円) 
  〔団員退職報償金〕     10,006,767円  (その他特財  8,693,000円) 
 〔団員等福利厚生費〕        725,950円 
 〔負担金〕 
  ・消防団員等公務災害補償等共済基金負担金  9,174,567円 
  ・三重県消防協会北勢支会負担金     523,000円 
 
 
目３ 消防施設費  
 

予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 

    397,480,000円    374,259,108円   23,220,892円 
 
 
目的 消防車両・装備の近代化 

指標 消防車両の増強・
更新数 目標 更新９台 実績 更新９台 

(1５年度10台) 
説明 消防車両・装備については、計画どおりに更新整備しました。内容は、大規模特殊災害に

対応するために南消防署の高所放水車をはしご車兼用車両として整備する一方で同署の水
槽付消防ポンプ自動車を最新鋭の車両に更新しました。また、地域防災の要をなす消防団
の消防ポンプ自動車５台を更新し、資機材の近代化を図り消防団活動の充実に努めました
。さらに水難救助資機材の整備を図るとともに救急高度化事業としてＡＥＤ（自動体外式
除細動器）の使用方法など市民に対する応急手当の普及啓発に努めました。 

  〔消防車両購入費〕          264,320,024円 (国庫支出金  27,373,000円) 
(県支出金    12,424,000円） 
（市債    103,200,000円） 
 (その他特財 11,985,494円) 

       ・水槽付消防ポンプ自動車（南署）  35,705,740円 
       ・高所放水車（南署）                      147,240,540円 
       ・広報車(予防保安課）                       2,974,330円 
       ・広報車軽四（予防保安課）   1,158,314円 
       ・分団車（海蔵、羽津、下野、四郷、予備車）77,241,100円 
〔消防活動機器整備費〕                    8,292,480円  
       ・水難救助資機材     1,436,400円 
    ・消防用ホース     2,841,195円 
       ・空気呼吸器面体、ボンベ                    1,085,700円 
       ・AED、AEDトレーナー                        2,126,250円 
       ・防刃ベスト他                                802,935円 
     
目的 大規模な災害に適切に対応する 

指標 耐震性貯水槽整備率 
(整備数/計画数) 目標  59.7% 実績 59.７% 

(15年度57.9%) 
説明 耐震性貯水槽６基（大宮西町、堂ケ山町、上海老町、楠町３箇所）を整備し目標を達成し

ました。また、先行して貯水槽設置予定場所の地質調査や貯水槽の設計委託を実施すると
ともに、老朽化した三重分団車庫の建替えや、市民防災隊の可搬式ポンプ２基、ポンプ保
管庫2カ所をそれぞれ更新しました。さらに震災時に消防署に駆けつけた市民のための貸
出用防災資機材（バール等）を98ｾｯﾄ配置するとともに「消防支援隊」として消防職員Ｏ
Ｂの組織化（47名登録）を図り震災時の消防活動の支援体制を強化しました。 

  〔耐震性貯水槽整備事業費〕          45,068,250円  (市債         13,800,000円) 
  〔地震防災資機材整備事業費〕          5,482,323円 



  〔市民防災隊ポンプ保管庫等整備事業〕      1,134,000円  (国庫支出金      378,000円)    
 
その他経費 
  〔中消防署整備事業費〕    7,807,800円 
  〔南消防署整備事業費〕      1,178,100円  
  〔消防庁舎等施設整備事業費〕          1,596,000円 
 〔分団等整備事業費〕                           22,084,598円 
 
 
目４ 水防費 
 

予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 

3,984,000円 3,768,843円 － 215,157円 

 
 

目 的 水防活動における初動体制の向上を図る 

指 標 水防倉庫の整備管理 目 標 ２回 
数値目標：100％ 実 績 

２回 
実績：100％ 
（平成15年度 2

回） 

説 明 

大瀬古市営住宅の建設に伴い移設の必要のあった水防倉庫を新設移設するとともに、各倉
庫について整備管理を目標どおり行うことにより水防資機材の充実を図りました。また、三
重県と合同で実施した市民総ぐるみ総合防災訓練において水防訓練（土のう積訓練）を実施
しました。 

  〔水防施設整備事業〕              200,000円 
   ・水防倉庫解体事業費（楠本郷）        200,000円 
  〔水防事業費〕                3,568,843円 
   ・水防設備整備事業費            2,130,869円 
   ・水防活動事業費              1,437,974円 
 
 


